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日本の回教工作と清真寺の管理統制
蒙彊政権下の回民社会の事例から
澤井 充生
1は じめに
本稿は、かつての 「蒙彊」における日本の回教工作と清真寺(モスク)の関係を検討する論考である。
拙稿[澤井2013]では、戦前 ・戦中期の日本の回教工作と民族調査の全体像を再構成し、両者の関係を明
らかにしたが、紙面の関係上、回教工作と現地住民の関係についてはほとんど言及できなかった。そこで、
本稿では、日本軍(主 に日本陸軍、駐蒙軍、特務機関)が 「蒙彊」で展開した回教工作の具体的内容およ
び回民(漢語を母語とするムスリム)がおかれていた状況を主に文献資料をもとに再構成 し、日本の皇民
化政策の暴力性、異民族に対する日本人の文化的優越感、日本人と現地住民の力関係、日本の植民地支配
が現地社会に及ぼした影響などを検討する。
日本軍占領期の中国にくらす少数民族に関する個別実証的な調査 ・研究は、2000年代に本格的に始まっ
たばかりで、基礎資料の収集 ・整理すら十分には行われていない。日本の植民地支配に関する文献資料は
日本や中国の教育機関 ・研究機関などに数多く所蔵されているが、往々にして散逸してお り、当時の少数
民族社会の全体像を具体的に再構成することは困難を極める。 日本の人類学界では中生勝美や山路勝彦ら
が日本の植民地支配に関する人類学的研究の重要性を提唱し、1植民地主義のもつ暴力性、植民地支配の制
度 ・政策、植民地主義 と人類学の共謀関係、現地住民が日常生活でみせる文化創造や能動性などに注目し
ている【中生2000;山路2002】。中国大陸(台湾を除く)に関していえば、日本軍占領地域はあまりに
も広範囲であり、また、支配形態に地域差がみられるため、日本の植民地支配と少数民族との関係性を総
括的に論じることには慎重を要する。本稿では、蒙彊政権下の回民(現在の回族にほぼ相当する)に注目
し、日本の回教工作に関する文献資料の整理 ・検討をとおして、支配者と被支配者の思惑がどのように交
錯 し、両者がどのような関係を築いていたのかを見極めたい。
ここで、本稿で日本の回教工作に取りあげる経緯を説明しておこう。2004年頃からほぼ毎年、筆者は内
モンゴル 自治区フフホ ト市において清真寺を中心とした回族の伝統的コミュニティを断続的に調査して
きた。 日本軍がかつて占領した地域を訪問すると、回族の人々(特に70代 以上の高齢者)は 日本人との
かかわりを必ずといってよいほど話題にし、懐かしそ うに思い起こし、なかには日本語の童謡を口ずさむ
人までいる。意外なことに、日本軍関係者を称賛する人も少なくない。こうした一見 「奇妙」な体験をき
っかけとして、日本の回教工作という問題が脳裏から離れなくなり、数年前から回教工作の文献資料や口
述資料を意識的に収集するようになった。
さて、「蒙彊」といえば、現在の内モンゴル自治区の中央部と河北省 ・山西省を含む広大な地域であっ
た。内モンゴル自治区の主要都市、例えばフフホ ト市や包頭市は中華民国期は繧遠省の管轄下にあり、山
西派軍閥(例えば傳作義)に支配されていたが、1937年から1945年まで日本軍の占領下に置かれていた。
「蒙彊」は西部を回民軍閥支配下の寧夏省(主席:馬 鴻逡)に 隣接 していたため、地政学上、日本軍にと
って非常に重要な戦略拠点であった。それゆえ、「蒙彊」の主要都市では日本軍主導の特務工作(モ ンゴ
ル人や回民に対する工作)が積極的に展開されたのである[包頭市民族宗教志編修弁公室・政協包頭市東河
区文史委員会(編)1987]。このような背景をふまえ、本稿では、文献資料が比較的豊富に蓄積されて
いる 「蒙彊」の主要都市の事例を取りあげ、日本軍が主導的役割を担った回教工作の具体的内容、日本の
偲儲団体のひとつ、西北回教聯合会(日本軍特務機関が設立したイスラーム団体)と清真寺とのかかわり、
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日本軍占領下の清真寺および回民社会1の具体的状況を再構成する。こうした作業によって、日本の植民地
支配が孕んでいた問題点を看破 し、植民地人類学の可能性を示 したいと考えている。
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皿 内モンゴルにおける回教工作一善隣協会・興亜義塾の活動を中心として
まず、日本の回教工作が蒙彊においてどのように展開されたのかを確認しておきたい。拙稿[澤井2013]
でも日本の回教工作について説明したが、本稿では文献資料や口述資料などで得られた新 しい情報を補足
しながら整理する。 ρ
1蒙 彊政権の樹立
1932年3月、満洲国の建国後、関東軍は満洲国から長城線を越境 し、華北地方で占領地を拡張し始め
た。これは 「華北分離工作」であり、1935年5月から河北省、山東省、チャハル省、繧遠省、山西省で
画策されたものである。その狙いは文字通 り、華北を中国国民党の支配から切 り離すことであった。それ
とちょうど同じ頃、内モンゴルではモンゴル人の独立運動の気運が高まっており、関東軍はモンゴル人の
徳王を支援 しながら 「内蒙工作」を展開し、内モンゴルを中華民国から分離させようとした。これらの工
作を展開するなか、日本軍関係者が中国各地で 「遭遇」したのがムスリム(主 に回民)であり、日本軍は
回民に対する工作を具体的に検討するようになった[関東軍参謀部1934]。
日本軍が特務機関、{鬼偏政権、民問団体などを通じて中国の占領地域で回教工作を展開したことは先行
研究である程度は明らかにされている[安藤2003;新保2002;山崎2011]。中国のムスリム集住地域
では、日本軍はイスラーム関連の偲偏団体を設立したり、日本の民間団体の文化活動を支援 したりするこ
とによって、中国ムスリムを宣撫 ・懐柔しようと画策 していた。蒙彊では、1937年9.月4日には察南自
治政府(首 府:張家口)、1937年10月15目には晋北自治政府(首 府:大 同)、10月27日には蒙古聯盟
自治政府(首府:厚 和)が樹立され、11月22日はそれぞれの自治政府を統括する蒙彊聯合委員会が設置
された。その後、1939年9月、それらの自治政府を統合する形で蒙古聯合自治政府(首府:張家口)が
樹立された。このような偲偲政権の樹立を背景としながら、日本軍特務機関、西北回教聯合会、善隣協会、
興亜義塾などの様々な機関 ・団体が蒙彊の回民を対象とした宣撫 ・懐柔工作を展開した。ここでは、善隣
協会および興亜義塾の活動内容を紹介する。
2善 隣協会
蒙彊における回教工作を語る際に忘れてならないのは善隣協会であろう。善隣協会は蒙彊における文化
活動を積極的に推進 ・展開した財団法人であった。善隣協会は、当初、中華民国のチャハル省 ・緩遠省に
暮らすモンゴル人に注目し、「人道的立場」から教育 ・医療 ・牧畜指導などの文化向上の施策を活動国的と
していた。その後、善隣協会はモンゴル人だけでなく、「漢回民族」(漢語を母語とする回民を指す)を対
象民族に追加 し、蒙彊にくらすモンゴル人と回民に対する文化活動はもちろんのこと、調査 ・研究活動の
ような学術活動なども広範囲に展開した[善隣…会(編)1981:ii]。
善隣協会の前身は1933年3月に設立された日蒙協会であり、大陸浪人の笹 目恒雄、大嶋豊、野副金次
郎が創設当初の主要メンバーであった。初代理事は陸軍少将の依田四郎であり、日蒙協会は日本軍部の意
向に沿ったかたちで組織された団体であった。1934年1.月、日本軍部や財界の支援を受け、善隣協会が
東京に設立された。1938年4月、蒙彊政権下の張家口に在外本部の蒙彊善隣協会が開設された。張家口
の本部のほか、包頭支部、錫盟支部、烏盟支部、多倫牧場、興亜義塾、回民女塾、回民診療所が出先機関
として設立された[善隣会(編)1981:102]。善隣協会は蒙彊における教育 ・文化 ・医療などの諸活動
を行いながら内蒙工作や西北工作に深く関わっていた。1939年当時の組織構成は以下のとお りである。
善隣協会の組織内部には回民部(部長=土橋一次)も設置され、蒙彊政権下に暮 らす回民を対象とした
「文化事業」が企画 ・実施されていた。善隣協会の回教工作を企画した人物は野副金次郎である。終戦後、
野副はかつての対回教文化事業をふ りかえり、「文化事業」の内容を簡潔に整理 している。野副によれば、
善隣協会の対回教文化事業の主要な活動は、(1)回教圏研究所、(2)善隣回民女塾、(3)回民診療所など
の経営であった[野副1981:121-123]。簡単に説明すると、(1)回教圏研究所は大久保幸次、小林元な
どの研究者によって構成された研究機関で、中東のアラブや トルコを研究する専門家が多かったが、時局
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表1蒙 古善隣協会組織図(1939年)
理事長:前川坦吉
理事:野副金次郎 ・織田純
総務部長:音 尾秀夫
調査部長:後藤冨男
包頭支部:織 田純
錫盟支部:林重弘
烏盟支部:横 山輝
多倫牧場:金子鍬
興亜義塾:藤縄克雄、中田善水
回民女塾:是永章子
回民診療所:長 野誠一郎
出典:『善隣協会史』(1981年)の図表をもとに作成した。
の要請により、中国の西北問題やイスラームに関する調査 ・研究が実施された2。(2)善隣回民女塾は1940
年1月 に張家口の回民集住地域に設立された女学校である。蒙彊政権下の回民女性に日本語を教え、対 日
協力者を養成した。成績優秀者のなかには日本の大学へ留学した者もいた。(3)回民診療所は蒙彊政権下
の回民に対する医療サービスを提供する施設であり、張家口、厚和、包頭、大同などに開設された。同診
療所の責任者は長野誠一郎が担当した[長野1981:59・60】。
回民女塾は、「当時低い地位に置かれていた回教徒の女子教育を振興させる為の 「良妻賢母にして且つ、
時代に目覚めた女子の育成」と 「日本語教師養成」との目的を持っ塾教育という特殊の教育機関」[是永
1981:194]であった。是永ら目本人教員は日本名を回民の女生徒たちに与え、毎日寝起きをともにして、
3年の間、日本語、中国語、数学、地理、習字、裁縫、料理、作法、体育、音楽などを教えた。是永によ
れば、その結果、「塾生を我子の如く愛し、心魂を傾けた塾教育は認められ、日本より訪れる人は一度は回
民女塾に足を運んで、塾長の熱弁にきき入 り、可愛い伊斯蘭(イスラム)乙女達の勉学振 りに感心と激励
の言葉とを残し、張家口の名物学校となった」[是永1981:195]。善隣協会関係者のなかには、回民女
塾の女生徒たちの 「日本語の巧みさ、記憶力の優秀さ、理想の高遠さ」[岩崎1981:153】に感心した者、
女生徒たちが芝居で見せた鬼気迫る演技力に目を丸くしだ者[貴司1981:227]がおり、回民女塾の日本
式教育の徹底 さが窺える。
回民女塾の女生徒(在学生は30名前後3)には、卒業後、回民小学校(後述)に 教員として就職した者
が6名 おり、彼女らは回民学生に対して日本語で授業を行っていた。なかでも優秀な学生として丁瑞蘭(日
本語名は豊田蘭子)がよく思い出されている[貴志1981:227;是永1981:195]。善隣…回民女塾の卒業
生にまつわる出来事に関して、西北研究所に勤務 していた藤枝晃(歴 史学者)が 素直な気持ちを赤裸々に
吐露している。藤枝によれば、西北研究所に回民女塾の卒業生が見習事務員 として勤務してお り、日本人
の年中行事に日本人と同じように参加させられていた。
「蒙彊神社という大きいお宮さんがあって、僕ら毎月1日 と15日、土橋中将に引っ張られてここに
お参 りに行くのやね。そうすと、回民女塾の卒業生が、見習事務員でいたが、それまで連れて行 くの
やね。そんなん具合悪い言うたら、女塾のオバハンにおこられて、そういう無理解な事から防ぐのが、
あんたら研究員の役 目やないか、ちゅうねん。日本の神さんにお参りして、おみきをいただく。一緒
にイスラムの娘も。それで、あんたら、あれ、来ん方がええでと言うて、二、三回行っただけで、こ
日 オgu)1口lttixl/乍と 押f呉 、Ej'・cノ)な窄」:Ii!韻引ill 蒙膿 政 権 ドの1口i民社 会 のFI;例か ら 一一 73
写真1善 隣回民女塾の職員と生徒
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出典:『 善 隣協 会 史』(1981年)
っ ちが 、陸 軍 中将 が 川 張 してお らん時 に 、総 務 部 長あ た り とか け 合 うて、 これ は も う、参 加 ささん 方
が え え とL-'tL)て1それ か ら、 協 会で コン ハ して 、酒 飲 ん で、 イ スラム の 娘 も来る のや ね。 酒 の 肴 にハ
ム を 出す さか い、 そ ん な物 、 目の 前 で 出 した ρ)いか ん とβ うた ら、 これ ブ タや な い、 ハ ム でっせ ち ゅ
うね ん 、ハ ム な らえ え で し;1うど、それ が イミ部 の課 長べ⊃か らね 、 そん な ん 相r-K)から、 も う、 しん ど
い 、 しん どい 一1[藤技1986:66】、,
現場に居合わせた藤枝の視点は非常に示唆に富む、淵降協会や興亜3隻塾の関係者が蒙鴉での生活 を 「純
粋」に懐かしむ傾向があり、日本軍占領が必然的に孕んでいた問題点には意識的あるいは無意識的に言及
しないこととは対照的に、モンゴル人や回民の調査 ・イiJF究に関わっていた藤枝は現地住民に対する文化的
配慮の必要性を身近な間題として強く自覚 しており、この点が口本軍特務機関や善隣協会の関係者とは異
なる4。
3興 亜 義 塾
善 隣 協会 の ほか 、 興 亜,li乾塾 も蒙 艦 政権 ドの 回 教ll作と密接 な 関係 が あ る.興 亜義塾 は1939年4月 、厚
和 市 の 旧城 西河 沿 附」!Jiにll拳隣 協会 にkっ て開 設 され 、 日本 人の 塾 生 た ちが 特 務Il作員 と して 養成 ・訓練 さ
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れた。例えば、卒業生には木村肥佐生や西川一三のような戦後有名になった者がいる。ここでは、興亜義
塾の募集要項、授業内容、卒業生などに関する情報を整理 しておきたい。まず、興亜義塾の募集案内をみ
てみよう。
表2興 亜義塾募集案内
蒙彊及支那西北辺彊一帯ヲ確保シテ赤色ルー トヲ壊滅シ、帝国ノ大陸国策ノ遂行ヲ完カラシメンガ為
メ、文化事業其ノ他ノ工作二従事スル志士的青年ノ養成ヲ使命 トスル興亜塾ハ愈々四月ヲ期シテ創立開
校セラレントス
体力強健、思想堅実、御奉公ノ信念固ク先駆者ノ意気 ト熱意ヲ以テ第一線二立チ積極的に活動セント
スル青年ヲ求ム
ー
?
?
?
?
?
?
興亜義塾所在 蒙古、厚和特別市
募集人員 拾五名内外
応募資格 中等学校、専門学校並二大学卒業生ニシテ、年齢廿八歳以下ノ者
修学期間 一年六ヶ,月
修学期間中一切ノ費用ハ協会二於テ負担ス(衣食住ノ費用、旅費、小遣等ヲモ含ム)
卒業後ハ協会職員又ハ現地政府ノ職員 トシテ、支那西北一帯並二蒙彊二於ケル第一線ノ任務二
服スルモノトス
希望者ハ履歴書二写真添付ノ上、三月二十五日迄左記宛申込マレタシ(但シ提出ノ書類ハ返戻セズ)
東京市淀橋区西大久保四ノー七〇
財団法人 善隣協会
出典:『善隣協会史』(1981年)
募集案内には、卒業後の進路として善隣協会や現地政府の職員として西北工作に関与することが明記さ
れている。このことから、興亜義塾が内蒙工作だけでなく、西北に対する工作への関与 ・貢献を計画して
いたことが窺える。元塾生の記録によれば、入塾を許可された者は、まず神戸市に集合 し、その翌日、伊
勢神宮を参拝 してから出発 し、厚和到着後、数 日後に入塾式が開催 され、塾生生活が始まった[菅野
1981:193]。第1期 生の応募者は400名で、このうち採用者は19名であった[善隣会(編)1981:320]。
1939年4H以降、第1期 の塾生が20名(現地採用者2・名を含む)、第2期 生が5名、第3期生が26名、
第4期 生が16名、第5期 生が17名、第6期 生が16名で、合計97名の塾生が在籍していた[善隣会(編)
1981:iii]。
興亜義塾の教育内容は次のようなものであった。塾内には蒙古班 と回教班が設置された。学習期間は1
年半で、前期 ・中期 ・後期に区分され、前期に塾内教育、中期に塾外教育、後期に塾内での総仕上げが行
われた[築山1981=182]。塾内教育では、外国語や現地事情などが教授 され、外国語教育では、蒙古班
の塾生は第1外 国語としてモンゴル語、第2外 国語 としてロシア語を、回教班の塾生は第1外 国語として
漢語、第2外 国語としてアラビア語を学んだ[中田1981:141]。教員には日本人職員(例えば須田正継)
だけでなく、外国人職員(中 国人、 トルコ人)も 雇用されていた[春日1981:139]。なお、アラビア語
を教えていた トルコ人オスマンは北京や内モンゴルなどで日本軍関係者に接触 しており、目本陸軍の機密
資料[蒙古軍軍事顧問部1941:6]や中国回教総聯合会の機関誌 『回教』[中国回教総聯合会華北聯合総部
1939:35-41]などにもその・名前が出てくる5。
塾外教育としては、現地住民家庭への住み込みが義務づけられていた。蒙古班出身の春 日行雄によれば、
「塾外教育10ヶ 月に於いて、「西北班」(回教班:筆者注)は、京包沿線厚和以西、包頭附近における回
教の寺院或いは、回民家庭に入って、彼らと生活を共にし、支那語を勉強する。「蒙古班」は奥地のラマ寺
或いは蒙古人家庭(包)に 入って、生活と蒙古語を勉強する」[春 日1981:139]。善隣協会ヘイスラ
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一ム調査のため赴任した中田善水も塾外教育について述べている。1939年10月、「蒙古班は蒙地に、回
教班は京包線沿線の回教寺院其の他学校等に泊りこみ、実地の実習を開始 した」[中田1981:141]。例
えば、回教班第1期 生の今井正三の場合、塾外教育で宣化(現河北省)へ 派遣され、清真寺の敷地内に書
斎を構え、卒業論文 「回教徒の婚姻と葬儀について」を執筆 していた[今井1981:172]。蒙古班出身の
築山力も実習体験を詳述しており[築山1981:181-185]、蒙古班 ・回教班の塾生たちがモンゴル人や回
民と共同生活を送 り、現地の言語や慣習を直接学ぶことで、現地事情に精通した特務工作員として訓練さ
れていたことがよくわかる。
木村肥佐生や西川一三を輩出した蒙古班とは対照的に回教班の卒業生はほとんど知られていないが、『善
隣協会史』を参照して塾生の内訳を整理 しておきたい。第1期 生には青木潔、樋口豊、今井正三、松本末
喜、友常正二、小室泰二、大沢次郎、大野英文、第3期 生には末広栄、小野村広三、末広伊佐雄、第4期
生には足立二也、佐久間(土木田)利平、川島勉、井上春生、山口登、平沢雄二郎、第5期 生には大村榮
一、茂木、富松、佐藤、第6期 生には鵜川龍一の名前が挙げられてお り[善隣会(編)1981]、少なくと
も計22名 が回教工作に関与していたと考えられる。例えば、西北回教聯合会の顧問を務めた小村不二男
によれば、第1期 生の青木潔、樋口豊、第3期 生の末広栄は西北回教聯合会厚和支部に勤務していたとい
う[小村1988]。おそらく蒙古班だけでなく、回教班の卒業生も日本の特務工作、特に西北工作に動員さ
れていた可能性が高い。
皿 西北回教聯合会と清真寺
日本軍は中国各地でムスリムを宣撫 ・懐柔するためにイスラーム団体を設置 ・組織した。例えば、日本
軍は1938年2月北平(現北京市)に中国回教総聯合会、同年12月厚和市に西北回教聯合会を設立し、前
者の顧問を元満鉄職員の三田了一(1892-1983)、後者の顧問を小村不二男(1912-1998)に担当させてい
る6。中国回教総聯合会および西北回教聯合会は中国ムスリムを会員とすることが規約で定められていたが、
日本人顧問が所属 していたことからわかるように、実質的には、日本軍特務機関の統制下に置かれており、
官製団体としての性格が強かった。本節では、蒙彊政権下に設立された西北回教聯合会の具体的な活動を
紹介する。
1西 北回教聯合会の成立 ・活動
まず、西北回教聯合会の設立経緯 ・活動内容などを確認 しておこう。1937年10月、日本軍部の働きか
けによって、蒙古聯盟自治政府が帰繧市(その後 「厚和市」と改称)に成立した。1938年12.月、厚和に
西北回教聯合会が設立された。西北回教聯合会は、北京の中国回教総聯合会をモデルとして設置された侃
編団体であり、厚和特務機関の管轄下に置かれた。西北回教聯合会の主任顧問は、日本軍特務機関の職員
を務めたことがある小村不二男が担当した。
西北回教聯合会は日本軍部によっで白紙の状態から組織されたわけではない。実は、西北回教聯合会の
前身は、張家口の回教会7(会長:李郁周)と帰繧(の ちの厚和)の回教公会(会長:文馨)であり、そこ
へ包頭の回教公会(会長:楊立堂)、大同の晋北回民聯合会8(会長:王 輔)が追加され、西北回教聯合会
が設立された[呉慰功 ・王質武1987:45-46;戚莫勒2007:70]。日本軍特務機関は、蒙彊政権下にあ
った既存のイスラーム諸団体を利用 ・再編するかたちで新しい偲儲団体を立ち上げたのである。帰繧の回
教公会の場合、清真大寺に 「総会」、ほかの清真寺に 「分会」が設置され、総会会長は楊槻元、副会長は曹
万が担当した。楊観元は清真大寺の 「教長」(宗教指導者)、曹万は 「徳厚堂」(ラクダ運送業者)を経営す
る地元有力者であった。文馨(文福堂)が本部内の 「弁公処」の処長を担当した[代林2001:213]。
次に、西北回教聯合会の組織構成を確認 しておこう。表3は 西北回教聯合会の会則を整理したものであ
る。「本部」が厚和、「支部」が厚和、包頭9、張家口、大同にそれぞれ設置され、各 「支部」の下には清真
寺が 「分会」として管理下に置かれた。当時、蒙彊政権下には合計24の 清真寺があり、これらすべてが
「分会」となり、厚和にある 「本部」の管轄下にあった。
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表3西 北回教聯合会会則
第1章 総則
第2章
第3章
第4章
第1条 本会ハ西北回教聯合会 ト称ス
第2条 本会ハ回教徒ノー致団結二依 リ其ノ文化ノ向上経済的発展
ヲ促進シ教義ヲ宣揚シ民族復興ヲ図リ以テ回教徒全体ノ利
益ヲ確立スルヲ目的 トス
第3条 本会ハ第3章 二定ムル所二依リ之ヲ組織ス
第4条 本会ハ第2条 二掲クル目的ヲ達スル為第2章 二定ムル事業
ヲ行フ
事業
第5条 本会ハ左ノ事業ヲ行フ
1教 友ノ教育訓練二関スル事業
2教 友ノ経済的発展二資スル事業
3教 友ノ宣揚、民族復興二資スル事業
4教 友ノ親睦及人格陶治二資スル事業
5本 会ノ目的ヲ普及徹底セシムル宣揚二関スル事業
6世 界各地回教徒 トノ連絡提携二関スル事業
組織
第6条 本会ノ会員ハ蒙彊、寧夏、陳西、甘粛、青海及新彊二居住
スル回教徒全体 トス
第7条 本会ハ本部ヲ厚和二支部ヲ厚和、包頭、張家口及大同二置
ク
各支部ノ管区附図ノ如シ
寧夏、陳西、甘粛、青海及新彊ニハ成ルベク速二支部ヲ設
置スルコ トヲ図ル
第8条 分会ハ各清真寺下ノ教友ヲ以テ組織ス
但シーケ寺ノ教友小数ナル トキハ併合シテ分会 ト為スコ ト
ヲ得
同一地二多数ノ分会アル トキハ支部ノ認可ヲ得テ聯合分会
ヲ結成スルコトヲ得
第9条 支部(長)及 分会(聯合会ヲ含ム)(長)ハ其ノ所在地名等
ヲ冠シ何々支部(長)等 ト称ス
第10条 聯合会長ハ各支部ノ統制監督二任シ第5条 、6項ノ業ヲ行
フ
第11条 支部長ハ聯合会長ノ命ヲ受ク管内分会ヲ統率シ第5条1
項乃至第4項 ノ事業ヲ行フ又会員ノ登録に任ス
第12条 分会長ハ主 トシテ第5条 第4項 ノ事業ノ他支部長ノ命従
ヒ分会ヲ統率ス
役員及職員
第13条 聯合会本部二日左ノ役員ヲ置ク
会 長(1名)
副会長(若干名)
総務部長(1名)
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監 事(若干名)
評議員(若干名)
第14条 会長ハ会務ヲ総理シ本会ヲ代表ス
副会長ハ会長ヲ輔佐シ会長事故アル トキハ之ヲ代理ス
総務部長ハ本会及本部ノ事務整理ノ責二任ス
監事ハ会計ヲ監査ス
第15条 本部役員ハ支部長会議二依リ決定ス
但シ評議員ハ本部附近二在住スル会員及支部総務主任中
ヨリ選定ス
第16条 役員ノ任期ハニケ年 トス 但シ重任ヲ妨ゲズ補敏二依リ
就任シタル役員ハ前任者ノ残存期間 トス
第17条 本会二所要ノ職員ヲ置クコトヲ得
第18条 本会ノ役員ハ総テ義務職 トス
第5章 資産及会計
第19条 本会ノ資産ハ 「会費」及ソノ他ノ収入 トス
第20条 会計ハ公開シ予算決算ハ評議会ノ決議及承認ヲ受クルモ
ノトス
第21条 本部、支部、聯合会又ハ分会ハ ソノ資産ノ管理方法ヲ定
ムルモノトス
第22条 会員ハ年額三十銭以上一円以下ノ会費ヲ納ムルモノトス
但シ救済事業其ノ他特別ノ事由二依リ聯合分会又ハ支部
評議委員会ノ決議ヲ経タルモノハ此ノ限リニ在ラス
第6章 会議
第23条 本会ハ本部主宰ノ下二毎年一回総会ヲ開催ス
第24条 本部ハ聯合会長ノ招集二依リ評議会ヲ開キ本会ノ行フ重
要事項ヲ審議決定スルモノトス
第25条 支部以下ノ総会其ノ他ノ会議ハ当該支部以下二於テ之ヲ
定ムルモノ トス
第7章 表彰
第26条 分会又ハ聯合会ニシテ他ノ儀i表トナルモノハ支部ノ申請
二基キ評議会ノ決議二依 リ之ヲ表彰ス
第8章 雑件
第27条 会費ヲ納入シタル会員二対シテハ所属支部発行ノ会員証
ヲ交付スルモノトス
但シ婦人及十五歳以下ノ小児ハ此ノ限リニ在ラス
会員証様式附図ノ通リトス
附則
第28条 支部ハ本会則二基キ夫々支部会則ヲ定ムルモノ トス
第29条 本会則ハ 日ヨリ実施ス
出典1『西北回教聯合会 ・西北回教聯合会張家ロ支部会則』(陸軍省、1938年)
西北回教聯合会の設立当初、会長職がなかなか決まらなかった。地元の回民たちが固辞したからである。
結果的には、曹英が副会長に就任 したことで人事の問題はおさまった。曹英は内モンゴルで有名な徳厚堂
を経営する有力者の1人 であった。徳厚堂は清朝光緒年間以来、帰緩を拠点としてラクダ運送業を営み、
北は外モンゴル、西は新彊まで活動範囲を拡大 していた。創業者の曹家の人々は日本軍占領以前から帰繧
では有名な大家族であり、また、清真大寺を管理運営する立場にあった[岩村1949:53]。曹英は徳厚堂
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の経営者であるだけでなく、宗教指導者としての資格を持ってお り、内モンゴルではイスラーム界の名士
でもあった[代林2001]。このように、回民の地元有力者に日本軍特務機関は早くから注目し、意図的に
接近 した可能性が高い。
一方、西北回教聯合会の顧問には小村不二男が着任した。小村は満洲国や北京などで活動していたが、
小村は西北回教聯合会を組織してからは蒙彊を中心として回教工作に深く関与していた。例えば、蒙彊政
権下の清真寺の管理統制、回教青年学校 ・回民小学校の設立 ・運営、蒙彊回教徒訪日視察団の派遣などを
小村は積極的に行った[小村1988:448-449]。張家口大日本帝国大使館事務所の 『日系職員名簿』には、
蒙古自治邦政府(1941年8.月成立)内 の回教委員会に小村の氏名が記載されており、また、それ以前の
職場が厚和陸軍特務機関と記載されていることをふまえると、小村は西北回教聯合会を実質的に監視 ・統
制する立場にあり、大きな権限を付与されたと考えられる[在張家口大日本大国大使館事務所1944]。
2蒙 彊政権下の清真寺
西北回教聯合会は厚和特務機関の指導下にあったが、行政上、蒙彊聯合 自治政府内の回教委員会に管轄
されていた。1941年8月に蒙古連合 自治政府が蒙古自治邦政府 と改称され、1944年1月には西北回教聯
合会が 「蒙彊回教聯合会」に再編されたのだが、蒙彊回教聯合会の記録資料が残っている10。蒙彊回教聯
合会の管轄下にあった清真寺を表4で確認 しておこう。
表4蒙 彊回教聯合会組織一覧表
蒙彊聯合自治政府内
回教委員会
蒙彊回教聯合会
会長:曹英(厚和)
副会長:莫馨(厚和)
副会長:李郁周(張 家口)
評議員:玉景荷(張 家口)、王永煕(張家口)、麻永禄(大 同)、馬孝(大 同)
馬永祥(厚 和)、馬文仕(厚 和)、楊萬里(包頭)、李口口(包頭)
支部長:李郁周(張家口支部長)
王輔(大 同支部長)
支馨(厚 和支部長)
呉慰功(包頭支部長)
支部(4支部) 聯合分会(14支部) 分会(84分会)
張家口支部 張家口聯合分会 上墜寺分会
元台子寺分会
新民大街寺分会
西関寺分会
東関寺分会
橋東寺分会
宣化聯合分会 東寺分会
北寺分会
中寺分会
南寺分会
懐来聯合分会 懐来寺分会
新保安寺分会
沙城寺分会
甘汲堰寺分会
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盆道寺分会
南口寺分会
琢鹿県聯合分会 東関寺分会
荊寺分会
龍関聯合分会 王家楼分会
閻家庄分会
麻俗口分会
東山廟分会
斗子営寺分会
南梁寺分会
多倫聯合分会 北寺分会
南寺分会
中寺分会
西寺分会
東寺分会
二号村寺分会
商都聯合分会 商都寺分会
西馬群寺分会
張北第一聯合分会 察汗査老分会
富公灘寺分会
本汗廟寺分会
東号寺分会
南号寺分会
大囮囹寺分会
五龍図寺分会
康保分会
張北第二聯合分会 張家窪分会(張北寺)
西城窪寺分会
土木路寺分会
十三号寺分会
イ冬家地分会
西胡同分会
大河村寺分会
黄土湾寺分会
馬連渠寺分会
張北第三聯合分会 老虎山寺分会
東山上寺分会
三合城寺分会
回回窪寺分会
崇禮聯合分会 薩(色)岱 溝寺分会
阿歩岱寺分会
ε
獅子溝寺分会
大同支部 なし 大同城内分会
大同車立占分会
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馬家会分会
山田村寺分会
天鎮寺分会
右玉寺分会
厚和支部 厚和聯合分会 畢克斉分会
口口口分会
烏蘭花分会
厚和南寺分会
厚和西寺分会
厚和東寺分会
厚和大寺分会
厚和車立占分会
厚和北寺分会
厚和新城寺分会
厚和東北寺分会
托県寺分会
旗下営寺分会
察素斉分会
厚東聯合分会 集寧寺分会
陶林寺分会
豊鎮寺分会
隆盛庄寺分会
包頭支部 包頭聯合分会 東寺分会
西寺分会
北寺分会
南寺分会
薩拉斉分会
固陽寺分会
出典=『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成 した。
津記:調査資料の印刷 ・保存状態が悪く、解読不能な箇所がある。該当箇所には□を挿入しておいた。
この表によれば、張家口支部の管轄下には清真寺56箇所、回民18,290名、大同支部の管轄下には清真
寺5箇所、回民2,605名、厚和支部の管轄下には清真寺17箇所、回民10,579名、包頭支部の管轄下には
清真寺6箇所、回民6,134名が登録されており、蒙彊回教聯合会の管轄範囲および清真寺の分布がよくわ
かる11。張家口市とフフホ ト市の回族人口を比較した場合、2010年の時点では、前者が31,447名、後者
が41,403名であり、フフホ ト市の回族の方に存在感があるが、1942年当時は蒙彊回教聯合会張家口支部
の管轄範囲が広く設定されていたことが不自然である。おそらくこれは、張家口が蒙彊政権の首府であっ
たため、管轄地域の設定に何らかの政治的意図が働いたからであろう。
清真寺の管理統制のほか、西北回教聯合会は回民の有力者たちを目本へ何度も派遣 している。もちろん
日本軍部の協力を得て実施 された。西北回教聯合会の会員、特に幹部の人々が 「蒙彊回教徒訪日視察団」
として日本へやってきた。
このほか、第2次 蒙彊回教徒訪 日視察団の一次資料も公開されているので、表6で 確認しておこう。2
回目の視察は西北回教聯合会の発足後に企画 ・組織されたため、同聯合会会員の氏名、年齢、所属支部、
所属分会、役員名称などが明記されてお り、1939年当時の同聯合会の主要幹部の構成がよくわかる。
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表5蒙 古連盟自治政府主催回教徒訪日視察団(1938年)
氏名 役職 職業 年齢 出身地
金朝 文12 団長兼指導員 政府科長 32 奉天
池田徹男 指導員 政府政務員 25 静岡県
太田正夫 指導員 特務機関員 25 島根県
王潤 団員 酪駝商 36 厚和
逞廷柱 団員 酪駝商 23 厚和
曹銘亮 団員 酪駝商 19 厚和
劉玉 団員 酪駝商 40 厚和
孫宝善 団員 酪駝商 35 厚和
張英 団員 毛皮商 19 厚和
費廷璽 団員 毛皮商 30 厚和
郭玉璽 団員 学生 20 厚和
回殿元 団員 僧侶 30 包頭
楊仲瑞 団員 毛皮商 29 包頭
白玉衡 団員 教員 32 包頭
馬成漢 団員 僧侶 27 薩拉斉
馬登清 団員 雑貨商 34 豊鎮
馬駿 団員 毛皮商 25 隆盛荘
日程表
10月2日 市内遊覧
10.月3日午前9時 回教礼拝堂、陸軍省、商工会議所
午後1時半 議事堂
午後2時半 物品陳列場
午後3時半 市民館
10月4日 午前9時 女高師附属女学校
午前10時半 市立一中
午前11時半 府立工芸
午後2時 帝国大学
午後3時半 回教圏孜究所
10月5日 休 養
10月6日 日光往復
10月7日 午前9時 永田町小学校
午前10時半 東京外語
午後1時半 飛行場見学
午後6時 歓迎晩餐会(大 日本回教協会、善隣協会共同主催)
10月8日 午前9時 第一陸軍病院
午前10時 軍隊ノ演習、兵営生活ノ見学
午後1時 汽車会社
10月9日 自由行動
10月10日 午前10時半 東京駅発
出典:『陸支密大日記』第55号(1938年)の表をもとに作成した。
補足:駐蒙軍嘱託の田中春雄が視察団を引率 した[善隣会(編)1981:123]。
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表6第2次 蒙彊回教徒訪日視察団(1939年)
氏名 所属 職務 備考
横山進 大同特務機関 引率者
石金瑞 蒙彊聯合委員会 引率者(通訳)
丁学恭 蒙彊聯合委員会 引率者付(通訳)
氏名 年齢 所属支部 所属分会 役員 備考
曹英 39 厚和 厚和大寺分会 本部副会長
費致中 36 厚和 厚和大寺分会 支部総務主任
白世貴 25 厚和 厚和北寺分会 回教商業会長
馬験良 26 厚和 本部 本部弁公主任
劉萬山 22 厚和 厚和東寺分会 回教小学教員
白忠 22 厚和 厚和西寺分会 回教青年学校学生 青年
李郁周 41 張家口 張家口土爾溝分会 張家口支部長
沙幼良 34 張家口 龍関県王家楼分会 龍関聯合分会長
趙文亭 46 張家口 懐来県甘汲堤分会 宣化聯合分会長
王秀含 42 張家口 宣化北寺分会 宣化聯合分会長
李景華 57 張家口 張東四(寺?)分会 張家口市聯合分会長
馬聰儒 22 張家口 張家口市新民街分会 張家口市小学教員
呉慰功 33 包頭 包頭大寺分会 包頭副支部長
楊萬里 31 包頭 包頭大寺分会 包頭聯合分会総務主任
陳廣仁 26 包頭 包頭西寺分会 包頭西寺分会総務主任
馬成騨 22 包頭 包頭南寺分会 青年監事 青年
馬鑛 38 大同 大同支部 評議員
馬忠 41 大同 大同支部 評議員
馬侃珍 26 大同 大同分会 青年 青年
旅行日程:1939年4月15日～5月14日
人員:19名
見学箇所=陸軍省、横須賀軍港、宮城遙拝、明治神宮、靖国神社、回教礼拝堂、桃山御
陵、大阪博覧会など
総経費:8,000円(蒙彊聯合委員会負担)
旅程経路:張家口→正陽門→奉天→京城→釜山→下関→宮嶋→巌島町→宮嶋→大阪→湊町→奈良→
二見ヶ浦→山田→名古屋→東京→横須賀→東京→京都→神戸→別府→坊中→熊本→熊本
→門司→大連→奉天→正陽門→張家口
出典:『陸支受大日記』第5号(1939年)の表をもとに作成 した。
蒙彊回教徒訪日視察団員の体験談を読むと、「飯前礼節 日回多有相同」(食事のときの礼儀作法が日本人
と回民とは共通点が多い)「日華両民族都是富有感情的」(日中両民族はともに感情が豊かである)な どと
言い、回民の団員たちが 「日回民族」の共通点に非常に感嘆していたことが気になった。曹英と王有恒(第
3次以降の団員)は 甲斐甲斐 しく自分たちを世話してれた日本人女性の給仕を 「干女児」(義理の娘)に し
ている[蒙彊新報社1941年4月9団 。この2人 にかぎらず、『蒙彊新報』の取材を受けた訪 日視察団員
は日本を一様に称賛 している。当然のことながら社交辞令として誇張された発言もあるだろうが、日本で
のカルチャーショックをそれぞれが肯定的に語っていることが興味深い。 日本軍特務機関は、訪 日視察と
日 本(ノ)[ui孝女11f乍と?ii"真芋 び)管∫璽{読1倒 蒙 頒 政1'ft・ド・わ回 民 社会 ♂)・」量:例か ら 83
い う企 画 をっ う じて 、回民 の 宗 教指 」';1音べ'地元有 力 音に[民 族 間融 和 」を ヌご際 に 体感 させ 、けく東亜 共栄 圏」
構 想 に 親近 感 を抱 がt士、kうと して い たの で あ ろ う 例 えば 、第1次 ・第2次 訪 日/!擦で は宮 城 遙拝(1?ii,正1一
遙 拝)と 靖lkl神社参拝IJ'{必ずII程に 組ノみ」ム1三れ ぐお り(表51こは 明 、記され'ごい な いが 関連sciS}:{こliki{1ニカ・れ
て い る)、回 民 た ち も 目本 人 と同 じIQ・)に国家 神道 の 行]1}:に参 加 させ られ て い た この にうな 行`掴1程か ら
「民 族 問融 和 」 に1穏され た欺 哺お にσ汝 化的 配 慮 の クく如が 見え隠 れ して い る
写真2蒙 彊回教徒訪日視察団
回教徒旅行団一行厳島神社参詣。
出典:『 想 出 の 内蒙 古』(1975年)
3西 北 回教 聯 合会 の 教 育事 業
西北 回教 聯 合 会は 、 回 民のri沙年 に 対・す る教 育Il喋に で,積極的 に 取 り糸iLみ、 日本軍 に 協 力す る 人材 を 育
成 ・養 成 して い た,日 本 軍特 務機 関 は、 回 民 の 集住 地城 で は 清 ゴ侍 の な か で伝 統的 な イ スラー ム教 育 が実
施 され て きた こ とに注 目 し、 西北 回教 聯 合 会 を/)うじて回 民 ゾ清 少年 を 対 象 とした教 育`1喋を 企 画 した 、
それ が 回民lff年学 校 おkUミlrII民小学 校 のllll設・運 営 で あ>1)表7・ 炎8は'll時の教 職 員び)内訳 で あ る
表7蒙 彊回民青年学校教職員一覧
支部 学校名 氏名 職位 年齢 学歴
張家口 張'家口 回 民Ilf年'馳}∫:校 1ミ景 萄 佼長 45 察口合爾 省 、隆第 舳}i範学 佼
閃1りく 教員 28 Ij長'家ill口硅亀葭 臼三ノ}∫:{交高 窒奈不こト
趙 起亭 教員 48 河北濠県清真芋阿文大学
陳徳恵 」}1:務員 20 張家 日回民r1ナ年'凸}∫:校普通 科
大同 大 同1目眠rl∫年'}ζ:校 馬 孝' 佼長 34 晋北 学ll完師 奪屯科
費存仁 教頓 27 張家 口L堅 清 真 ・正fl河文大学
府磯 教員 20 張家11回民llナ年';ζ校 高 等 科
自殿甲 '1筋員 39 張家 口,螢全小学佼
厚和 厚 和 同民ll∫年"〕∫校 馬慶 佼長 34 緩 遠 省 ・1・第 一中 学 高級 剖1
劉培毅 教員 21 巴彦塔拉麺盟師範学校
自逢辰 教員 59 晋北 ノく同 浩 真lf
馬IE隆 教員 20 厚 和 回 民il∫年'覧;∫:校
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白永禎 事務員 25 厚和回民青年学校
包頭 包頭回民青年学校 馬軟
孔廣華
劉志麟
丁萬
校長
教員
教員
教員
41
25
26
43
河北省立第五師範学校
中央学院
河北通県師範
北京成達師範
出典=『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成した。
注記=調査資料の印刷 ・保存状態が悪く、解読不能な箇所がある。該当箇所には口を挿入しておいた。
表8回 民小学校教職員一覧
支部 学校名 氏名 職位 年齢 学歴
張家口 張家口回民高級小学校 王永煕 校長 30 張家口師範学校
石徳祥 教員 32 察恰爾省立第一師範学校
王磨選 教員 29 察恰爾省立第一中学校
閃口雲 教員 21 善隣回民女塾
王永和 教員 26 張家口西関清真寺阿文大学
張家口回民初級第一小学校 楊沸然 教員 26 宣化師範学校
都競五 教員 33 宣化師範講習所
李芳英 教員 22 善隣回民女塾
馬海潮 教員 39 北京天橋清真寺阿文大学
張家口回民初級第二小学校 呉口卿 教員 28 察恰爾省立第一中学校
文培蔭 教員 25 懐来県郷村師範
鄭笑蔀 教員 22 察恰爾省立第一女子師範
修鳳麟 教員 19 善隣回民女i塾
劉子澄 教員 61 満洲国奉天北清真寺阿文大学
張家口回民初級第三小学校 丹景魁 教員 38 師範学校
文玉如 教員 24 善隣協会回民女塾
趙文亭 教員 48 河北琢県清真寺阿文大学
宣化回民初級小学校 李悟城 校長 37 宣化回民倶進会国民学校
王輔臣 教員 78 宣化清真南寺阿文大学
馬金貴 教員 42 宣化郷立小学校
王興口 教員 26 察恰爾省立第二師範学校
閃懊麟 教員 37 宣化師範講習所
王華庭 教員 49 初級国民小学校
琢鹿県回民初級小学校 閃銘三 校長 47 宣化師範学校
李廣林 教員 41 琢鹿県女子高級小学校
満春壱 教員 50 天津紅橋清真寺
懐来回民初級小学校 王正元 校長 46 宣化初級師範
鄭静宝 教員 47 宣化中学校
師恵民 教員 34 口口潴河中学校
楊瑞卿 教員 48 天津大寺阿文大学
沙城回民初級小学校 支桂年 校長 28 懐来県立郷村師範
張家口回民青年学校
王賓珍 教員 69 阿文大学
丁振源 教員 30 北京第一中学校
新保安回民初級小学校 馬口傑 校長 48 天津師範学校
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石興周 教員 56 宣化中学校
鄭文燦 教員 48 奉天阿文大学
龍関回民初級小学校 沙幼良 校長 37 阿文大学
大同 大同回民初級小学校 白口乾 校長 42 大同第二師範学校
白清選 教員 62 寧夏阿文大学
庫禄 教員 22 蒙彊学院
質世 教員 38 大同清真寺阿文大学
祁侃玉 教員 21 大同女子中学
閃月所 教員 19 善隣回民女塾
馬家会回民初級小学校 白栄 校長 66 張家口新民大街阿文大学
馬文林 教員 32 大同国民師範
厚和 厚和市立回部小学校 王友三 校長 28 緩遠公学師範部
麻成 教員 26 山西省立第七中学
馬玉清 教員 29 繧遠省立第一中学高中
李秀貞 教員 20 巴盟師範学校
楊玉芳 教員 26 山西省立第三女子小学
楊秀清 教員 23 繧遠省立女子師範学校
呉椿 教員 24 繧遠省立第一中学
蘇亮 教員 33 繧遠省立師範学校
馬翰林 教員 37 北京阿文大学
丁瑞蘭 教員 22 善隣回民女塾
藪威 事務員 28 繧遠正風中学校
包頭 包頭市立回民初級小学校 馬慧 校長 28 山西省立第三師範
馬果賢 教員 23 宣化中学高中部
李宝甫 教員 35 山西大学
李秀葉 教員 20 盟立師範学校
董富業 教員 28 山西省立第五師範
陳口湘 教員 26 察恰爾第二女子師範
丁克祥 教員 29 阿文大学
楊生元 教員 38 寧夏阿文大学
高清援 教員 21 口南県女国高等学校
王絢斎 教員 27 緩遠女子師範
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成した。
注記:調査資料の印刷 ・保存状態が悪く、解読不能な箇所がある。該当箇所には□を挿入しておいた。
これらの学校教員には、近代的な普通学校(特 に師範学校)を卒業した者が多かったが、清真寺の 「阿
文大学」(イスラーム学校)の卒業生、善隣協会回民女塾の卒業生も教員として採用されていた。それは、
回民学校では国語、算数、理科、歴史などの科目だけでなく、イスラームあるいはアラビア語に関わる授
業科 目も開講されていたことと関係 していよう。回民の学生たちは近代的な知識だけでなく、イスラーム
やアラビア語などの伝統的な教養も身につけ、蒙彊政権の将来を担 う人材 として育成されていた。
それでは、回民青年学校卒業生の進路をみておこう。『邦内回教調査概要』には 「回民青年学校卒業生就
職別一覧表」が添付されており、卒業生の進路を把握することができる。
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表9回 民青年学校卒業生数
支部 普通科 高等科 計
張家口支部 137名 35名 165・名
大同支部 67名 なし 67名
厚和支部 139名 なし 139名
包頭支部 79名 なし 79名
全支部 422名 35名 450名
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成 した。
表9に よれば、張家口支部(普通科、高等科)、大同支部(普通科)、厚和支部(普通科)、包頭支部(普
通科)に あった回民青年学校卒業生(計450名)の就職先は、回教委員会(本部支部)、西北保商督弁公
署、回教青年学校 ・小学校、回教青少年団、包頭善隣医生養成所、交通学院、張家口郵便局、各地郵便局、
中央学院、盟市公署(政庁)、県工署、蒙彊汽車公司、善隣協会、経済監視者、警察署、日本小学校、日本
の学校(留学)、その他学校、財務監督署、財務局、その他官庁、帰郷となっている。交通学院には24名、
中央学院には44名が張家口、大同、厚和、包頭の回民青年学校を卒業してから入学している。交通学院、
中央学院、回教青年学校の卒業生のなかには、早稲田大学、北海道大学、盛岡高工、善隣高商のような日
本の学校へ留学した若者たち(計9・名)もいた[蒙古自治邦政府回教委員会1942]。このような教育事業
では地方の蒙彊から中央の日本へ少数民族の人材が派遣され、日本式教育を徹底化されていたのであろう。
モンゴル人だけでなく、回民の学生たちも日本の大学に留学 していたことはあまり知られていない。
このような教育事業のほか、西北回教聯合会は清真寺の宗教指導者や一般信徒を対象として 「伊斯蘭婦
女協会」「回民青年団」「回民少年団」のようなイスラーム諸団体を設立 ・組織し、回民の地域住民の再編
を試みていた。表10・表11にあるそれぞれの人員構成をみると、回民の女性や青少年が西北回教聯合会
の指導のもとに積極的に動員されていたことがよくわかる。
表10伊 斯蘭婦女協会一覧表
地区 会長 副会長 幹部 会員数
張家口 鄭田芳林(46) 閃凌雲(19)主任顧問
是永章子(47)
顧問
馬劉氏(61)、李劉氏(64)
幹事
支玉如(23)
第一分会長:馬 雪芳(26)
第二分会長:鄭 笑薄(22)
第三分会長:沙 淑貞(25)
300名
大同 王席珍(40) 馬玉梅(23)
閃月炉(19)
幹事
麻覚慧(17)
顧問
麻受天(40)、馬子威(55)
白淑貞(25)、馬淑珍(25)
第一班長:陳 玉蘭(17)
第二班長:張秀英(29)
第三班長:張秀清(17)
第四班長:郭素英(25)
第五班長:白秀珍(18)
140名余
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第六班長:白 玉蓮(16)
第七班長:楊桂枝(20)
第八班長:郭 目経(33)
厚和 甑庭蘭(37) 李逸群(30)幹事 400名
邸紫雲(23) 丁 瑞 蘭(22)、楊 秀 清(24)
楊 玉 芳(26)、劉雅 仙(20)
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成した。
表11邦 内回民青少年団一覧表
地区 団(隊)長 副団(隊)長 幹部 団員数
大同 指導官
晋北回教青年団 王輔 馬孝(25) 岸 口 口(30) 117名
橋本忠男(27)
嘱託
服部信造
本部付
趙 金 宝(26)、馬 正之(36)
麻 口(21)
第一小隊長:馬 玉璽(23)
第二小隊長:楊立栄(22)
第三小隊長:□禄(23)
第四小隊長:馬海栄(33)
厚和 青年団 幹部
厚和回教青少年団 麻勤(34) 白永禎(26)、馬 慶(30) 50名
白逢辰(56)
少年団 幹部
伊玉山(26) 劉 培 毅(20)、馬 正龍(20)
150名
包頭 包頭 包頭 包頭
包頭回教青年団 馬 口 口(41) 孔廣華(26) 20名
劉志口(26)
薩県 薩県 薩県指導員 薩県
口 林(45) 楊景春(41) 陶 口(38)、口 占文(27) 25名
出典=『邦内回教調査概要』(1942年)の表をもとに作成 した。
注記:調査資料の印刷 ・保存状態が悪く、解読不能な箇所がある。該当箇所には□を挿入しておいた。
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った。 回民 は 蒙凋 令域 に 分 散 して いた が 、厚 和 市や 包 頭ii∫の よ うに1口i民の 集fllする地域 は5盟 の 管轄 ドに
あ っ た 、
厚和 市はバ イ ン タラ盟 内 のi{要都 市び)レ)で あ ・った 蒙illllの中 西部 に位[1'1する バ イ ン タラ 盟は 、行 政 区
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分上、厚和市、包頭市、薩拉斉県、托克托県、清水河県、和林県、涼城県、豊鎮県、興和県、集寧県、陶
林県、武川県、固陽県、安北県から構成されていた。同盟の総人口はおよそ160万人、漢民が90%、モ
ンゴル人が10%弱であった。厚和市の人口は264,525名(53,535世帯)で、同盟のなかでは最大の人口
を有 していた。なお、在留邦人は300名ほどであた[蒙彊新聞社1941:262]。
次に、蒙彊全域における民族別人口、厚和市の回民人口、清真寺の分布状況などに関する基礎情報を整
理 し、蒙彊政権下における回民社会の占める位置を確認 しておきたい。1941年7月の 『蒙彊年鑑』に掲
載された統計資料を表12に整理した。
表12蒙 彊における民族別人口
民族区分 世帯数 人ロ
日本内地人 14,474 36,420
半島人 1,433 4,123
漢人 956,557 4,864,958
蒙古人 6,354 29,879
回人 8,293 37,155
満人 1,797 5,853
外国人 226 463
無国籍 4 8
合計 1,063,352 5,114,487
出典:『蒙彊年鑑』(1941年)の統計資料をもとに作成した。
蒙彊政権下の回民人口については、1941年の 『蒙彊年鑑』では8,293世帯(37,155名)、1943年に回
民調査を実施 した岩村忍の調査報告書では7,487世帯(35,834名)、蒙古自治邦政府回教委員会の 『邦内
回教調査概要』では7,820世帯(37,608名)となっている[岩村1949:33-34;蒙彊新聞社1941;蒙
古自治邦政府回教委員会1942]。いずれの統計資料が正確な情報なのかは判断 しづらいが、概算として
は、蒙彊全域における回民の世帯数はおよそ7,400世帯から8,200世帯、人口は35,000名から37,000名
ほどであったと考えておこう。
厚和市の回民人口に関しても統計資料で確認できていないのだが、『邦内回教調査概要』には、厚和市の
回民の世帯数が1,690世帯、人口が8,691名と記載されている[蒙古自治邦政府回教委員会1942]。中華
人民共和国成立後の統計資料によれば、1950年7月時点では、繧遠省帰緩市の回族の世帯数が2,520世
帯(12,305名)、回民区では回民の世帯数が1,637世帯(7,744名)と報告されている[繧遠省人民政府2007
(1950):279]。1955年頃の時点では、フフホ ト市回民自治区(現回民区)の人口が18,124名(4,292
世帯)、このうち回族の人口は8,309名である[内蒙古日報編輯部工作組2007(1955):9]。これらの統
計資料から、日本軍占領期、厚和市には10,000名前後の回民が暮らしていたと考えておきたい。
回民の出生地に関しては、岩村が西北回教聯合会の出生地別統計(1943年)を参照 して整理している。
それによると、蒙彊政権下の回民(被調査者35,802名)の出生地は、バインタラ盟(12,680名)、宣化県
(12,159名)、華北(3,173・名)、チャハル盟(3,122名)、大同県(2,694名)、イフジョー盟(1,581名)、
寧夏省(318名)、甘粛省(63名)、華中(2名)である。蒙彊出身者が約90%で、蒙彊以外の地域で生ま
れた者は極めて少ない[岩村1949:50-51]。厚和市の場合、清真北寺の付近に西北の寧夏や甘粛から移
住した回民がいるが、現在でも少数派であり、蒙彊で生まれ育った者が圧倒的に多い。
一方、「祖籍」(原籍)については、岩村が清真寺ごとの簡単な調査結果を提示 している。それによれば、
厚和市の場合、大寺では華北が50%、陵西が30%、残 りが甘粛、山西、張家口であった。東寺では大多
数が華北、特に河北の槍県、保定が多く、寧夏が多少いた。西寺では多い順に河北、陳西、宣化、大同、
東北寺では陳西、華北、北平、大同、寧夏とい う内訳だった。南寺では山西右玉、北平、大同、宣化、陳
西であり、新城寺では河北、山西右玉が大部分を占めていた。北寺では西北出身者、特に陳西人が多く
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(30%)、他は北平、山東であった。車立占寺では河北沙河が多く、次いで通県、長営村、南口、昌平など
であった[岩村1949:49]。現在、フフホト市に暮らす回族の原籍にも河北省、山西省などが多く、彼 ら
は 「東路回回」、西北出身者は 「西路回回」と呼ばれ、原籍の違いが同じ回族のなかでも強く意識されるこ
とがある。
蒙彊に暮らす回民の職業構成については、詳細な調査資料がないため確認できないが、蒙彊の回民を調
査した岩村は回民の職業にみられる特徴について次のように記述 している。「回教徒の職業として、内蒙古
において多いのは輸送業、仲買業、飲食業、旅館、肉業、皮革業等である」[岩村1950:22-23]。清真寺
の 「郷老」(管理責任者)の職業を分類すると、「農業、家畜業、鞍鞘業、馬業、駝業、皮毛商、牙紀、飯
館業、飲食業、大車業、点心業、煤業、肉業、屠戸、塩商、雑貨商、果実商、洋貨商、石灰商、糧商、油
塩商、小商販、牛乳商、材木商、書記、散班阿旬、教師、医師」[今永1966:80]となり、岩村が指摘 し
た輸送業、仲買業、飲食業、肉業、皮革業が含まれている。フフホト市の郷土史家によれば、清朝期 ・中
華民国期、帰繧に暮 らす回民の職業には 「経商、負販、牙紀、駝戸、屠宰」が多く、特に帰繧が家畜や皮
毛の集散地であったため、家畜販売業、皮革業、輸送業、屠畜業、飲食業などが代表的な職業であったL馬
逡英2011:125]。実際、フフホ ト市で回族の伝統的な職業といえば、「橋牙子、皮販子、大白焙子、肉.
案子」と現在でも言われるように、家畜販売業、仲買人、毛皮業、飲食業、屠畜業が最も代表的な職業と
して広く認識されていることは確かである。
2清 真寺の基本状況
日本軍占領期、厚和の中心部には、大寺、北寺、東北寺、東寺、西寺、南寺、新城寺、車姑寺の合計8
つの清真寺があった。回民の人々は遅くとも18世紀前半頃から中華民国期にかけてそれぞれの清真寺を
中心として伝統的なコミュニティを形成していた。清真寺を中心としたコミュニティ形成は、歴史上、回
民の民族形成とは切り離せない関係にあり、省都や県などの各地方ではいくっものコミュニティが集合体
となって、回民社会をゆるやかに形成していた。
厚和では、清真大寺が最古の清真寺で、大寺を中心として回民のコミュニティが最初に形成され、その
後、東寺、西寺、東北寺、南寺、新城寺、北寺、車姑寺の順に小規模なコミュニティが形成された。東寺、
西寺、東北寺、南寺は1949年頃までは大寺の管轄下にあり、大寺が他の小さな清真寺を統括する役割を
担っていた。清真寺の名称、創立時期、信徒数、住所などの基本状況を蒙古自治邦政府回教委員会の 『邦
内回教調査概要』、岩村忍の 『中国回教徒社会の構造』の一次資料をもとに表13に整理 した。
表13厚 和市における清真寺の基本状況
清真寺名 創立時期 信徒数 住所
大寺 清雍正元年
1723年
453世帯
2,338名(男1,244名女1,094名)
礼拝寺巷
東寺 清道光3年
1823年
333世帯
1,813名(男948名 女865名)
馬蓮灘東寺巷
東北寺 清光緒元年
1875年
205世帯
1,064名(男554名 女510名)
前新城道
南寺 清光緒18年
1892年
36世帯
196名(男101名 女95名)
西河沿街
西寺 清道光20年
1840年
210世帯
1,010名(男541名 女469名)
後沙灘周家巷
新城寺 清光緒26年
1900年
35世帯
186名(男97名 女89名)
乾泰泉南街
北寺 民国21年
1932年
173世帯
1,064名(男456名 女38ユ名)
通道街十間房
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車軸寺 民国23年
ユ934年
23世帯
125名(男60名 女65名)
和平路
合計 1,468世帯
7,796名(男4,001名女3,568名)
出典:『邦内回教調査概要』(1942年)の図表をもとに作成した。
一般に、清真寺には 「教長」と呼ばれる宗教指導者がおり、清真寺の宗教活動を統括 していた。「教長」
のもとには 「ハ リーファ」と呼ばれる学生がおり、イスラーム諸学やアラビア語 ・ペルシア語などを学び、
清真寺に寄宿 していた。「教長」やハリーファはイスラーム教育の担い手であり、清真寺を運営する一般信
徒およびその代表者 「郷老」(管理責任者)に よって清真寺に招聰され、日常生活の衣食住を保障されてい
た。「教長」はイスラーム教育を向上させる一方、一般信徒および管理責任者たちの喜捨によって社会経済
的に支えられていた。「教長」には任期制が適用され(1期3年)、清真寺内での評判がよくないと解雇さ
れた。清真寺によっては、「教長」のほかに、イマーム(集団礼拝の先導者)、ムアッズィン(礼拝呼びか
け人)、ムフティー(法学者)、散班アホン(イスラーム諸学を修めたが教長ではない者)が いた。厚和市
の宗教指導層や管理責任者に関する基礎情報を 『邦内回教調査概要』および 『中国回教徒社会の構造』の
一次資料をもとに表14および表15に整理したので確認 しておこう。
表14厚 和市における清真寺の宗教指導層
清真寺 宗教指導者 ・年齢 ・原籍 学 生 ・年齢 ・原 籍 補足
教長
大寺 劉富瑞(60)河北槍県 劉徳輔(22)河北槍県 一般信徒
劉月起(31)河北槍県孟村鎮 2,338名453世帯
イマ ー ム 劉口祥(30)河北濾県 、男1,244名
劉玉林(47)帰緩 劉祥林(26)河北槍県 女1,094名
ム ア ツズ イ ン 王生雲(26)帰繧
馬英(24)帰繧 サ寛(21)帰繧
ム フテ ィー 劉禎(21)帰緩
馬貴(85)帰緩
散班アホン(8名)
教長
東寺 李乗真(62)河北槍県 馬栄光(31)河北宝抵県
イマ ー ム
劉徳魁(46)帰繧
、ハテ イー ブ
陳四(28)帰緩
ム フテ ィー
穆成光(32)帰繧
散班アホン(2名)
教長
東北寺 回紹光(43)河北槍県 何廷栄(28)河北通県 前任教長は劉永祥
回乗哲(20)河北愴県 ※1944年5月20日 逝 去
底忠美(24)河北正定県
サ鳳桐(19)河北通県
教長
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清真寺 宗教指導者 ・年齢 ・原籍 学 生 ・年 齢 ・原籍 補足
南寺 海潮寛(67)帰繧 ●
教長
西寺 サ国瑞(?)河北濾県 代理教長:
劉乗蘭 山東海豊県
ムア ツズ イ ン
張錫芝(?)宣化
散班アホン
邪福(32)帰繧
教長
新城寺 馬文瑞(40)河北定県 王京光(20)河北天津
教長
北寺 金徳海(?)河北北平 王殿元(?)河北北平
白貴軒(?)山東徳平県
白耀仁(?)山東徳平県
白長栄(?)山東徳平県
馬雲卿(43)河北槍県
教長
車姑寺 劉連恵(43)河北愴県
出典:『 中国 回教 社 会 の構 造 』(1949年・1950年)の表 をも とに作 成 した。
表14に名前が記載されている 「教長」のなかには、日本軍特務機関と緊密な関係にあった者がいない。
北寺の金徳海は岩村忍の回民調査団がやってきたとき、岩村たちのインタビュー調査に応じているが、日
本軍関係者だけでなく、日本人研究者にも警戒心を抱いていたらしく、岩村たちの質問に回答 しなかった
ことが指摘されている[岩村1950:76]。このほか、金徳海は日本軍特務機関の須田正継からイスラーム
大学の設置を打診 されたが、侵略者に迎合せず、当時の国内情勢に鑑み、最終的には 「教長」を辞任 して
いる[希吉拉2000:230]。
金徳海のように日本軍関係者との接触を回避 した者もいれば、白貴庚のように小村不二男と親しかった
者もいた。白貴庚は岩村らが厚和に滞在していたときは 「教長」ではなかったが、かつては西寺や北寺に
勤務 したことがあり、地元では有名な宗教指導者であった。小村はおそらく白貴庚の名声や人望に注目し
たのであろう。小村が白貴庚の自宅を頻繁に訪問していたことが遺族によってはっきりと記憶されている
(2004年2月フフホ ト市におけるインタビュー調査による)。このように、日本軍の占領をきっかけとし
て、厚和の宗教指導者たちは自分たちの政治的立場の異同をめぐって分裂 していた可能性がある(それ以
前にイスラームの教義 ・儀礼の解釈をめぐって論争 ・分裂していたのではあるが)。
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表15厚 和市における清真寺の管理責任者
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清真寺名 管理責任者・年齢 職業 原籍 補足
大寺 曹 湧(60) 駝業 河北槍県 地元有力者(追 加分)
楊 福(55) 駝業 華北 曹英(47)駝業、河北槍県
馬永祥(52) 駝業 山西省右玉
馬正文(60) 駝業 北京 1950年の時点(帰繧市政府資料)
曹世禎(35) 駝業 河北愴県 教長:楊 万禄
穆承龍(48) 駝業 華北 アホン14名
趙興旺(58) 駝業 華北 学生9名
白 福(58) 牙紀 北平 郷老12名:曹万福、白忠義
丁 亮(42) 小販 華北 一般信徒
韓興徳(45) 皮販業 華北 男670名
馬有財(58) 駝業 陳西 女480名
馬有恒(59) 駝業 河北槍県
東寺 喬連祥(60) 駝業 帰緩 1950年の時点
白玉(58) 駝業 帰繧 教長:劉富瑞(河北槍県)
サ富(56) 雑貨商 帰繧 アホン5名
馬文玉(44) 医師 帰繧 学生6名
劉玉(?) 皮毛商 帰繧 郷 老10名:馬 験 、 白義
王有和(?) 駝業 帰繧 一般信徒
王有聲(?) 駝業 帰繧 男871名
張福(?) 肉業 帰繧 女701名
王翰(?) 皮毛商 帰繧
丁順(?) 肉業 帰繧
東北寺 孫光年(47) 駝業 帰繧 1950年の 時 点
楊生茂(46) 駝業 帰繧 教長:李華芳(河北青県)
曹世祥(27) 駝商 帰繧 アホン6名
張福(28) 駝商 帰繧 学生9名
馬英(38) 駝商 河北槍県 郷老8名:楊 竹軒
郭亮(77) 駝商 山西大同 一般信徒
張恩(56) 皮毛商 帰繧 男909名
白占驚(40) 牛乳商 帰繧 女676名
麻勲(35) 教師 山西右玉
載瑞(44) 駝業 帰綴
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清真寺名 管理責任者・年齢 職業 原籍 補足
南寺 楊 萬(32)
馬 孝(41)
傳 世 魁(36)
丁鉦(27)
楊 貴(25)
肉業
肉業
飲食業
飲食業
肉業
北平
河北通県
山西右玉
北平
北平
地元有力者(追 加分)
楊向春(62)肉業、北平
楊逢春(60)飯館業、北平
馬五元(58)皮毛業、山西右玉
古玉(54)皮毛業、山西右玉
楊泰(44)経理、陳西
1950年の時点
教長:王 金琳(寧 夏霊武)
アホン?名
学生1名
郷老4名:白 全徳、朱耀
一般信徒
男71名
女74名
西寺 逢 廷 秀(32)
縞 有 恩(40)
王 萬義(50)
楊 崇徳(62)
白成福(45)
劉 二 口(52)
王 有恒(55)
陳福(48)
張 文乗(48)
張 四(50)
王福(32)
王有 禎(34)
駝業
皮毛業
駝業
駝業
牙紀
駝業
駝業
駝業
駝業
飲食業
飲食業
飲食業
河北槍県
帰繧
北平
帰繧
帰緩
帰繧
帰繧
帰緩
帰繧
帰緩
帰繧
帰繧
1950年の時点
教長:馬成(帰繧)
アホン5名
学生?名
郷老12名:逢廷璽
一般信徒
男497名
女470名
新城寺 張興旺(42)
劉金旺(48)
馬相信(46)
劉君(63)
肉業
農業
駝業
食料品
河北槍県
河北槍県
山西右玉
華北
1950年の時点
教長:時 鴻賓(河北塩県)
アホン1名
学生1名
郷老5名:劉 英
一般信徒
男115名
女111名
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清真寺名 管理責任者・年齢 職業 原籍 補足
北寺 周 学仁(32)
藩 潔 如(40)
楊 兆 栄(30)
唐 宝 山(50)
安 殿瑞(50)
王 寛(28)
馬 寛(30)
馬 子栄(40)
馬 銘(30)
馬 亮(35)
劉 玉 凱(48)
皮毛業
皮毛業
皮毛業
皮毛業
糧業
駝駝宿
飲食業
飲食業
無職
駝業
皮毛業
寧夏呉忠塗
青海
寧夏呉忠墨
帰緩
帰緩
帰繧
帰繧
大同
帰繧
帰綴
帰綴
地元有力者(追加分)
敏泉(40)駝業、青海
白鑑堂(56)点心製造業、大同
1950年の時点
教長:馬 生璽(寧 夏)
アホン26名
学生 ユ0名
郷老12名:王寛、白子美、馬亮
一般信徒
男506名
女473名
車姑寺 金 徳 亮(50)
金 玉(28)
馬 徳 山(76)
飲食業
飲食業
無職
河北沙河
河北沙河
河北通県
1950年の時点
教長:石栄昌(山東済南)
アホン1名
学生1名
郷老10名:金徳亮
一般信徒
男131名
女120名
出典1『中国回教徒社会の構造』(1949年・1950年)の表をもとに作成した。
補足=1950年時点の統計資料は帰綬市政府の資料(『呼和浩特回族史料 第4集』に掲載されている)。
厚和の清真寺の管理責任者をみると、その多くがラクダ業に従事していた(67名のうち30名で全体の
45%)。先行研究の今永【1966]・や馬逡英[2011]などが指摘するように、1949年以前は、帰繧(厚和)の 回
民の富裕層の大部分がラクダ業者であり、彼らが清真寺の管理責任者を担当していた。 目本軍占領期の厚
和にくらす回民のラクダ業者(368世帯)に関しては、西北事情研究所(立 案者:小村不二男)が詳細な
調査を実施してお り、「厚和市回民酪駝業者一覧表」として貴重な一次資料が報告されている晒 北事情研
究所1944]。
厚和を代表する大寺の管理責任者に注目すると、最高責任者の曹湧は徳厚堂の経営者であり、寛巷子に
居住 していた。寛巷子には高所得者のラクダ業者が5名 、低所得者のラクダ業者が2名お り、このうち徳
厚堂、崇徳堂、崇厚堂、曹世光の店舗(屋 号は不明)は 同じ曹家が経営するラクダ業者である。厚和のラ
クダ業者の高所得者(計11名)の うち4名 が曹家の親族だったことを考えると、厚和における曹家の影
響力の大きさを窺い知ることができる。例えば、蒙彊の清真寺を調査 した岩村は曹家の徳厚堂を 「帰緩の
曹氏は内蒙古第二の富豪といわれ、回教徒第一の富豪である」と説明している[岩村1949:53]。
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厚和市回民賂駝業者一覧表(1944年4月1日)表16
地区別 生活程度 人員 酪駝数 使用人 貿易地区
営坊道 上
中3世 帯 中3名 中202頭 中14名 中 西北3
下57 下57・ 名 下299頭 下 西北2
世帯 武川67
通道街 上
中15世 帯 中15名 中149頭 中7名 中 武川11
下48世 帯 下48名 下156頭 西北3
蒙地1
下 武川45
西北3
新城道 上
中4世 帯 中4名 中305頭 中 西北4
下80世 帯 下80名 下296頭 下 武川60
西北5
蒙地15
後新城道 上
中
下20世 帯 下20名 下137頭 下 武川13
西北6
蒙地1
寛巷子 上5世 帯 上5名 上485頭 上33名 上 西北5
中
下2世 帯 下2名 下11頭 下 武川2
水渠巷 上
中1世 帯 中1名 中32頭 中11名 中 西北1
下17世 帯 下17名 下97頭 下 武川12
西北5
馬路 上
中
下13世 帯 下13名 下125頭 下 武川10
西北3
馬蓮灘 上
中6世 帯 中6名 中216頭 中14名 中 西北5
下26世 帯 下26名 下124頭 下1名 武川1
下 武川19
西北7
東寺巷 上2世 帯 上2名 上273頭 上15名 上 西北2
中1世 帯 中1名 中33頭 中3名 中 西北1
下2世 帯 下2名 下15頭 下 西北1,武川1
西徳勝街 上1世 帯 上1名 上90頭 上6名 上 西北1
中
下1世 帯 下1名 下2頭 下 武川1
呂祖廟 上
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地区別 生活程度 人員 賂駝数 使用人 貿易地区
中5世 帯 中5名 中49頭 中 武川14
下 西北1
南順城街 上1世 帯 上1名 上110頭 上7名 上 西北1
中1世 帯 中1名 中4頭 中 西北1
下
井見巷 上
中1世 帯 中1名 中31頭 中2名 中 西北1
下
西順城街 上
軸
中1世 帯 中1世 帯 中53頭 中4名 中 西北1
下
周家巷 上
中3世 帯 中3名 中72頭 中6名 中 西北3
下3世 帯 下3名 下17頭 下 武川3
民庁恒 上
中1世 帯 中1名 中21頭 中1名 中 西北1
下12世 帯 下12名 下51頭 下 西 北1,武 川11
後沙灘 上2世 帯 上2名 上257頭 上14名 上 西北2
中5世 帯 中5名 中174頭 中9名 中 西北5
下23世 帯 下23名 下113頭 下 武川20,西北3
母狗灘 上
中
下3世 帯 下3名 下8頭 下 武川3
西順城街 下2世 帯 下2名 下4頭 下 西北1,武川1
観音廟 下1世 帯 下2名 下5頭 下 武川1
合計 上11世 帯 上11名 上1215頭 上75名
中47世 帯 中47名 中1341頭 中71名
下310世 帯 下102名 下1470頭
出典:『厚和市回民酪駝業者一覧表』(1944年)
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V日 本軍特務機関と回民住民の力関係
日本軍占領下、回民の人々は日本軍特務機関とどのような関係にあったのであろうか。ここでは、回民
会館、清真大寺の望月楼修復、回教徒訪日視察団などをめぐって、日本軍特務機関と回民のあいだに発生
した出来事(事件)を 取りあげ、支配者と被支配者の関係を具体的に把握しておきたい。
1回 民会館事件
最初の事例は 「回民会館事件」である。厚和特務機関の小村不二男は西北回教聯合会を厚和に成立させ
た後、回民会館を組織した。回民会館は清真大寺の裏門から徒歩数分ほどの旧城北門外東順城街に開設さ
れた13。その設立目的は、蒙彊だけでなく、西北地方などでも交易に従事する回民の隊商を宿泊させ、日
本の西北工作や内蒙工作にとって有益な情報を回民の商人から入手することであった。回民会館の資金は
厚和特務機関によって組織された西北貿易通商会(責任者:張廷璽)か ら提供されており、日本軍特務機
関の政治的意図が会館の運営に色濃く反映していた[傳世魁2001:205-212]。
1941年冬のある日、回民会館で事件が発生した。回民会館が宿泊客同士の トラブルで損壊されたのであ
る。西北回教聯合会の張英(蒙彊回教徒訪日視察団元団員)が 日本人憲兵2人 を連れて来館 し、2人の 「花
姑娘」(水商売の女性)を呼んで独占しようとしたのだが、ちょうどその場にいた西北出身の商人と奪い合
うことになった。張英には日本人憲兵、西北出身の商人には護衛がおり、暴力沙汰に発展 したのである。
結果、日本軍特務機関が張英を連行 し、厳罰に処せられることになった。回民会館の 「経理」だった傳世
魁によると、事件発生後、傳世魁が同会館顧問(小村不二男、須永)に事情を説明した後、負傷した日本
人憲兵を病院まで搬送し、西北出身の商人のもとを手土産持参で謝罪しに行くなどして事態の収束に奔走
した。支福堂も厚和特務機関の顧問(太 田正夫ら)に会って調停役に回ったと[傳世魁2001:209]。
この事例では、厚和特務機関の関係者(小村不二男、太田正夫、須永)は、日本人憲兵が負傷させられ
たにも関わらず、地元回民の有力者(傳 世魁、支福堂)や加害者の家族の意向にそって揉め事を調停 して
いる。このことに注目すると、当時、回民の有力者には日本人と交渉する余地があったのであろう。なお、
後日談がある。傳世魁は事件後、回民会館内で肩身が狭くなって辞職を願い出たのだが、小村は 「回民会
館はもう閉めることにしたので、今は別のことを考えている。経理をや らなくてよいが、会計はどうだ?」
と言い、傳世魁を手放そ うとしなかった14。その結果、傳世魁は小村が開設 した回教青年学校で会計を担
当することになった[傳世魁2001:210]。この後日談からは、日本軍特務機関が回民の有力者を必要不
可欠と考え、執拗に利用していたことが窺える(もちろん回民の有力者が日本人を利用していた側面もあ
る)。
2清 真大寺の望月楼建設
厚和では、小村不二男が清真寺や地域活動などにたびたび関わっていたため、戦後、フフホト市の回族
の問で小村が話題 となることが多い。そこで言及されるのは清真大寺の 「望,月楼」(ミナレット)である。
小村は大寺のミナレット建設を思いつき、日本軍特務機関に便宜を図るよう働きかけた[小村1988:119]。
フフホト市では公の場では日本軍特務機関と大寺とのかかわりは大きな声では話されないが、地元回民の
間では誰もが知る 「公然の秘密」である。実際、筆者がフフホ ト市で回族の古老たちに挨拶すると、大多
数の人々が小村の 「尽力」を高く評価 していた。
一見すると、小村をはじめとする日本軍特務機関関係者が現地の回民の人々を手厚く保護 したと解釈 し
てしまいそうになるが、日本軍に対する否定的な見解も当然のことながら存在する。例えば、白忠義は次
のように回想 している。
日本軍占領期、厚和市の旧城北門楼やキリス ト教教会が清真大寺より高く、回民にはそのことが自分
たちに対する蔑視や抑圧の象徴に思え、市内で最も高いミナレットを建設 したいと考えていた。日本軍
特務機関はそのことに目をつけ、清真寺の 「郷老」(管理責任者)に 寄付を呼びかけた。当時、「郷老」
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たちはみんなが裕福で、回民社会のなかで地位が高く、名声もあった。「郷老」たちがミナレット建設を
決定したとき、日本人は 「漢好」15を操り、日本人の支援を対外的に宣伝 した。このため、日本人は回
民のためによい事をしてくれると誤解 した回民は少なくなかった。1939年春、ミナレットの正式な工事
が始まった。西北出身あれ、帰繧出身であれ、回民は全員が騙されたのである。日本軍特務機関の顧問
だった太田(太田正夫:筆者注)は文福堂とミナレット建設に乗じて世論を操作し、また、日本軍特務
機関の小村不二男は回民の白い礼拝帽を被 り、大寺で 「礼拝」も行い、回民の 「友人」となって 「親善」
を深めていた。また、日本軍特務機関関係者は大寺のなかで映画を上映 し、回民を特別に優遇していた[白
,忠、義1983:17-18]。
白忠義の回想によれば、当時、回民のなかには小村をはじめとする日本人の 「文化的配慮」を素直に受
け入れた者が少なくなかったらしく、また、 日本人の狡猜 さがはっきりと指摘されている。白忠義のよう
な見解をもつ回民が当時どれほど存在したのかは残念ながら判断しがたいが、白忠義が指摘したように、
厚和にくらす回民の多くが日本軍の政策を支持していた可能性は高い。実際、表9で確認 したように、回
民青年学校だけで卒業生が450名もいたことを考えると、回民が日本軍の教育事業をうまく利用 していた
側面もあったのであろう。なお、ひとつ付言すると、実は、白忠義は中国共産党員として現在でも地元で
は有名な人物であり、白忠義は自分の政治的立場を自覚したうえで、日本の回教工作を極めて否定的に語
った可能性がないとはいえない16。
3日 本軍特務機関と曹家の人々.
大寺を管理 していた曹家の人々と日本軍関係者 とは緊密な関係にあったことはすでに指摘したとおりで
ある。拙稿[2013]では蒙彊回教徒訪 日視察団への参加を拒否した曹万の事例を紹介したが、本稿では曹英
の動向に注目したい。曹英は曹万の弟にあたり、徳厚堂の経営に関わっていた。曹英は曹兄弟のなかでは
経営者というよりもむ しろ宗教指導者 として評価が高く、実際、華北地方などの清真寺に 「教長」として
勤務 した経験があった。
曹英は、兄の曹万とは対照的に、西北回教聯合会や蒙彊政府の回教委員会などの役職に着任し、第1次
蒙彊回教徒訪 日視察団にも参加 している(おそらく数回来日している)。曹英が日本軍特務機関との接触を
回避 しようとしていたと筆者は当初考えていたが、実際はそ うではなかった可能性が高い。『蒙彊新報』の
新聞記者が曹英を取材した際、曹英は目本滞在を大いに謳歌 したらしく、来日体験談の素晴らしさを饒舌
に語っている[蒙彊新報社1942年7.月9日,7E10日]。実兄の曹万が訪日視察団への参加を頑なに拒否
した出来事 と比較すると、曹英の態度は極めて対照的で興味深い。すでに紹介 したように、曹英は旅先の
日本で日本人女性を 「干女児」(義理の娘)にするほど日本人女性、日本の風土や礼儀作法などに強烈な親
近感を抱いていた。このように、同じ曹家の親族であっても、そのなかには日本軍に近づいた者や日本軍
から遠ざかった者がお り、それぞれの立場や思惑は一様ではなかったことには留意する必要がある。なお、
目本軍の撤退後、中国国民党、その後に中国共産党が帰繧にやってきた後、曹英は他省へ逃亡している17。
VIおわりに
日本軍占領後、中国の少数民族は、漢族と同様、「大東亜共栄圏」の実現に必要不可欠な 「ゲームの駒」
とみなされ、現地住民の協力者が数多く動員された。蒙彊の回民の場合、 目本軍関係者は清真寺に目を
つけ、宗教指導者や管理責任者を中心に回民の人々を積極的に動員した。回民の人々は日本軍特務機関、
蒙彊政府、西北回教聯合会、善隣協会などの諸団体に雇用され、日本の回教工作の一翼を担っていた。
そのことを本稿では具体的に明らかにした。それでは、最後に確認 しておきたいことがある。それは、
第一に支配者側の日本人の思惑、その次に被支配者側の回民住民の反応、そして日本の植民地支配が現
地社会にもたらした変化である。
まず、支配者側の証言 として回民女塾に勤務した是永俊子の発言に注目してみよう。是永は、戦後、
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「短い期間であったが、回教徒の方々との交わりを誠心誠意で行い、この方々の戒律を尊重してきた私
達は、決して決 して侵略者ではなかった」と強調し、善隣協会に勤務できたことを誇 りに思っていると
綴っている[是永1981:198]。是永の回想からは当時の日本人が現地住民に示した 「文化的配慮」に対
する自負の念がひしひしと伝わってくる。善隣協会の対回教事業の立役者こと野副金次郎も事業の 「功
績」を強調し、是永章子の献身的な努力を日本人の誇りとまで称賛している[野副1981:123-125]。
しかし、たとえ日本人主導の 「文化事業」が 「教育向上」や 「日回親善」を目的としたものであって
も、日本軍占領が回民の子どもたちを軍国主義教育に動員した事実は否定できない。例えば、是永の教
え子の丁瑞蘭は 「私たちは民族としてイスラム(回教)ですが、国民としては中国人です。早く戦いが
終わり、日本が中国から引揚げてくれて、私たちの生活に平和が返ってくることを、待ち望んでいます。
でも、このことはだれにも言えません」と胸中の葛藤を日本で吐露している[貴志1981:227]。対回教
事業では比較的若い年齢層の回民が教員として採用されていたが(表7・表8)、それは日本軍関係者が、
近代教育を受けた新興の若年層に伝統的な権力構造(例 えば清真寺の支配層)を改革させようと画策 し
たからではないだろうか。これはあくまでも推察にすぎないが、いずれにしても、蒙彊 という外国の土
地で異民族を教育するという方針や姿勢から当時の日本人の文化的優越感、山路の言葉を借 りるならば
「文明の高みからする差別観」【山路2002:28]が垣間見える。
それでは、被支配者側の回民の人々は日本人に対してどのような心情を抱き、どのように接していた
のであろうか。当時、回民のなかには、日本軍の政策を積極的に支持 した者もいれば、やむをえず協力
した者、激しく反対した者、賛成 ・反対のどちらでもなかった者など様々な立場の人たちがおり、支配
者側と同様、現地社会内部も一様ではなかった。本稿でたびたび登場した曹英は新しい支配者の日本人
に協力しながら、その力強さを巧みに利用しようとしていた印象を受ける。西北回教聯合会の李郁周は、
日本敗戦後、是永らと別れる際、次のように発言している。「民族間の意志の疎通が戦争となり、今目に
到ったが、我々の子供の時代には、互いに手と手を取 り合って仲良く往来できる時代の来ることを信 じ
ている。回教徒の娘達がほんとうにお世話になりました。感謝 しています。先生方はお身体を大切にし
て日本へお帰 りください。自分の運命は覚悟していますから」[是永1981:197]。李郁周の場合、日本
軍関係者との付き合いが危険を伴 うことを予め承知 したうえで、日本軍関係者の威光を借 りながら回民
女性の教育向上に真剣に取り組んでいたのかもしれない。曹英にしろ、李郁周にしろ、彼 らの言動から
は国内情勢の変化に臨機応変に対応 した器用さ(ある種の能動性)を 感じとることができる。
最後に、日本の植民地支配は現地社会にどのような影響をもたらしたのであろうか。蒙彊では数多く
の回民の人々が日本人、特に日本軍関係者に直接関わ り、そのことで現地社会内部の力関係が変化 した
こ。例えば、日本軍特務機関、善隣協会、西北回教聯合会などに深 く関わった回民の人々は、中国国民
党統治期(1945年～1949年)や中国共産党政権下(1949年以後)、中国人の 「裏切 り者」として打倒 ・
拘束 ・処刑の対象とみなされた。それは 「回好」としての処分である。「回女干」に対する攻撃は1945年
頃の国民党統治期から文化大革命終了までたびたび発生し、西北回教聯合会の会員や回教青年学校 ・回
民小学校に勤務 していた人々が槍玉にあげられ、李郁周、支福堂たちは処刑され、曹英は打倒されてい
る。
その一方、不思議なことに、日本入に協力 したにもかかわらず、国民党や共産党に処罰されなかった
人たちもいる。例えば、回民小学校校長を務めた王友三は日本軍に実は反発 していたからか、1949年頃、
党 ・政府機関から与えられた職務をこなし、1956年の 「粛反裁判」(反革命分子を処罰する裁判)で は
罪を問われなかった(ただし文革期には迫害を受けている)[王轄2001:106-111]。西北回教聯合会の
馬騨良は、終戦後、北京に滞在していた小村不二男と偶然再会 した際、重慶国民政府の諜報部員として
潜入 していたことを打ち明けている[小村1988:511-512]。この2人にかぎらず、日本軍の関連組織で
は一見 「従順」な態度をみせておきながら、国民党や共産党に内部情報を漏洩させていた者が多数存在
したのであろう。日本軍の政策に巧妙に対処する能動性、J・スコットの 「抵抗」[Scott1985]あるい
はM・セル トー の 「戦術」[セル トー 1987]を現地住民が発揮することも一定の条件下では可能であり、
被支配者であるからといって、現地住民が支配者に完全に従属するとは限らない。
日本の植民地支配は民族文化にどのような影響をもたらしたのであろうか。西北回教聯合会の場合、
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清真寺の人事異動、宗教活動、人生儀礼などに干渉することはほとんどなかった。小村不二男の回想
にも若干記述 されているように(あくまでも支配者の視点ではあるが)、日本軍特務機関が清真寺の管
理統制というハー ドな側面はともかく、信仰や儀i礼などのソフ トな側面に対しては回民の慣習を尊重
していたようである。もちろん日本軍関係者が回民の人々を反帝 ・反共を掲げる政治活動に動員 した
ことは記録に残されているが[蒙彊新聞社1942年1月10日]、伝統的な清真寺やコミュニティを暴
力的に破壊することはなかった(それゆえ、小村の 「尽力」を今もなお高く評価する回民の古老たち
が多いのであろう)。ただし、ここで注意すべきは、日本軍関係者の 「文化的配慮」は、彼らが異民族
に対 して抱いた寛容さを示すのではなく、日本軍占領地拡大のために採用した慎重かつ巧妙な戦略を
物語っていることである。
注
1な お、本稿でい う「回民社会」とは、清真寺(モスク)を中心とした伝統的コミュニティ(漢語では 「哲
礪提」「者焉提」「坊」「坊上」「回坊」「寺坊」「教坊」など)の集合体を指すものと設定しておく。例え
ば、厚和市の 「回民社会」と表現した場合、ここでそれは、厚和市という行政区画の範囲内に存在する
複数の伝統的コミュニティの集合体を意味する。当然のことながらこの概念は研究対象を把握するため
に便宜上設定したものであり、「回民社会」とい う概念と実態との間には齪歯吾がみられる。'
2詳 細については田村[1987]に詳 しい。
3回 民女塾については是永俊子の回想録[是永1981:194-198]に詳 しい。
4だ からといって、藤枝晃が勤務した西北研究所や民族研究所の現地調査に倫理的問題がなかったわけで
はない。
5オ スマンに限らず、当時、中国領内でイスラームの宣教活動に従事していた トルコ人の存在については、
亡命タタール人と同様、回教工作を研究するうえで大いに注目する必要がある。例えば、2013年5月、
筆者は寧夏回族自治区銀川市で トルコ人宣教者の家族に出会い、かつての寧夏省におけるトルコ人宣教
者の活動内容について具体的な話を聴いた。その家族の父親の場合、寧夏省の回民を引率してサウディ
アラビアのメッカへ巡礼 したという(2013年5,月寧夏回族自治区銀川市におけるインタビュー調査に
よる)。
6三 田了一、小村不二男ともに戦後日本ではイスラーム団体で有力・者として活躍 した。三田了一は1941
年に北京市の牛街礼拝寺で改宗し[鈴木2011:161]、小村不二男は1930年代頃、新彊省でイスラーム
改宗したといわれている(ただし、三田は包頭勤務時代にすでにムスリムであったという指摘もある)。
小村のイスラーム改宗については、晩年、小村と親 しかった日本人男性からお話を伺った(2013年7
月東京ジャーミイにおけるインタビュー調査による)。
7張 家口の回教会の前身は 「西北回教民族文化協会」であった。この協会の顧問にも日本軍関係者が名を
連ねており(例えば、日本人ムスリムの松林亮)、日本軍特務機関が設立に加担 していたことがわかる。
西北回教民族文化協会については[在張家口目本領事館1937]に詳しい。
8正 式名称は 「晋北回民公会」という説もある。
9西 北回教聯合会の設立にともない、包頭回教公会が包頭支部となったが、包頭支部の管轄下に 「甘寧支
部」が菅沼正芳(別名:馬仁徳)に よって開設され、西北を対象とした諜報活動が展開されていた[李
士栄1985:157-158]。なお、菅沼正芳は満洲協和会の元会員で、蒙彊では甘寧支部の顧問となった[李
士栄1988:24】。
101942年の 『邦内回教調査概要』には西北回教聯合会ではなく、蒙彊回教聯合会の団体名が表記されて
いるが、蒙彊回教聯合会が1944年に結成されたことをふまえると、同書の出版年が誤って印刷された
可能性が高い。なお、本稿では西北回教聯合会と蒙彊回教聯合会をほぼ同じ団体して扱 うことにした。
11理由はよくわからないが、包頭支部管轄の清真寺4座 は調査されていない。
12金朝文(別名=孫 伯陶)は満洲国奉天出身の回民であり、かつては李守信の部隊に所属 したことがあ
る軍人であった[李士栄1988:66]。金朝文のように、満洲国から蒙彊へ動員された回民も少なからず
いた。
13白忠義の回想によれば、回民会館が開設された場所は清真北寺(甘繧清真礼拝堂)の郷老(李鳳藻)
102日 本の回教工作と清真寺の管理統制 一 蒙彊政権下の回民社会の事例から一
が北寺に寄進した土地であり、以前は 「厚和旅社」があったという[白忠義1983:20]。なお、どのよ
うな経緯で厚和旅社が回民会館に取って代わられたのかは明らかにされていない。
14改革開放政策が導入された後、1983年、フフホト市の清真大寺に一通の手紙が届いた。その手紙は小
村不二男が日本から送ったものであり、手紙のなかで小村は曹英、支福堂、呉英、費致中、傳世魁の近
況を問うていた[傳世魁2001:211]。おそらく小村は日本軍占領期に協力関係にあった回民のその後
を心配していたのであろう。しかし、1980年代前半といえば、文革が終了して問もない時期にあた り、
大寺の関係者たちは小村に返信することを躊躇し、最終的には小村の手紙を党機関へ提出した。結局、
小村はフフホ ト市を再訪する機会に恵まれることはなかった。
15一般的には、中国人(主 に漢族)の 「裏切 り者」を指すが、この場合は回民の裏切 り者を指す。例え
ば、現地で有名な人物としては、「漢好」として処刑された回族に丈福堂がいる。
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